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　平成30年度は11人の退去がありました。退去した方の多くが80代後半から90代の方だったのに対し、新規に入居した方に60代から80代前半までの方が多数を占めたため、平均年齢が男女とも下がり（男－0.5歳、女－0.56歳）、全体では－0.51歳の83.68歳となりました。また昨年同様10年以上の長期在籍者の退去が目立ち、平均在籍期間も2年連続で下がり5.54年（－0.83年）となりました。
　4月1日時点で介護保険の要支援1以上の認定の下りた人は39人で、非常に多くなっていますが、平均介護度は1.32で昨年4月1日に比較して0.22下がっています。食事の配下膳を要する人は18人（前年比＋3）、服薬管理を要する人は16人（＋2）でした。
食堂を会場とするいいあんばい体操改め筋金近トレ体操（彩 (いろどり)クラブ）は、年始を除く毎月曜日延べ55回開催され、延べ1555人（1回当たり28.3人）が参加しました。またカルチャールームを会場とするハッピークラブは毎週木曜日延べ55回開かれ、延べ参加人数は775人（1回当たり14.09人）でした。さらに両クラブとも市原市の通いの場登録を行い、参加することによってポイントが貯まり、商品券と交換できる市原ポイント制度(いちポ)の対象事業となりました。
ねこの手より受託している配食サービスの弁当作りは毎月第1、２月曜日に延べ218食行いました。ふれあいセンターは利用日数延べ240日、利用者数は延べ4121人で、会議室及びカルチャールームと共に、社会資源として有効に活用されています。

　

